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▽�「
西
郷
隆
盛
は
征
韓
論
者
に
あ
ら
ず
」
再

録
＝
２
面

▽�

廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
日
程
決
ま
る
＝

３
面

▽�

平
成
30
年
度
賛
助
会
費
納
入
の
お
願
い

＝
３
面

▽�

賛
助
会
員
芳
名
録
＝
３
面

る
。
寺
田
さ
ん
は
、
こ
こ
を

通
る
た
び
に
「
桧
原
桜
」
を

琵
琶
の
曲
に
し
よ
う
と
思
っ

た
。

　

新
曲
は
「
時
し
も
昭
和
五

十
九
年　

百
万
都
市
な
る
福

岡
の
…
」
で
始
ま
り
「
花
惜

し
む
一
首
に
命
な
が
ら
え
て

　

今
も
在
り
け
る
桧
原
の
桜

　

い
つ
い
つ
ま
で
も
め
で
た

け
れ
」
と
結
ぶ
。
演
奏
時
間

約
二
十
分
。

　

寺
田
さ
ん
は
「
濡
衣
塚
」

「
官
兵
衛
も
の
が
た
り　

有

岡
城
」
な
ど
地
元
の
歴
史
的

な
話
を
琵
琶
の
曲
に
し
て
き

た
。「
桧
原
桜
」
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
は
、
昭
和
時
代
の
〝
新

し
い
出
来
事
〟
と
の
思
い
も

あ
っ
た
が
、そ
れ
以
上
に「
琵

琶
を
通
し
て
、
大
勢
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。「
短

歌
で
呼
び
か
け
、
短
歌
で
応

じ
る
。
粋
（
い
き
）
じ
ゃ
な

い
で
す
か
」
と
寺
田
さ
ん
。

　
「
桧
原
桜
」
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
、
区
役
所
も
南
区
の
地

域
振
興
資
源
と
し
て
、
活
用

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
こ
れ
ま
で
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
や
演
劇
、
ま
た
、
能
で
上

演
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
に
加
え
て
の
、
寺

田
さ
ん
に
よ
る
「
桧
原
桜
」

の
誕
生
は
、
市
民
本
位
の
市

政
運
営
で
市
民
か
ら「
慈
父
」

と
慕
わ
れ
た
進
藤
先
生
の
ご

遺
徳
の
輝
き
を
、
さ
ら
に
増

す
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

歌
を
詠
ん
で
桜
の
幹
に
結
わ

え
た
。
こ
れ
が
新
聞
の
記
事

に
な
り
、
読
ん
だ
進
藤
市
長

か
ら
の
返
歌
が
桜
の
枝
に
。

工
事
は
設
計
変
更
さ
れ
、
現

在
の
桜
並
木
に
な
っ
て
残
っ

た
。市
民
は
進
藤
市
長
を「
花

守
り
市
長
」
と
た
た
え
た
。

　
「
桧
原
桜
」
の
周
辺
は
「
桧

原
桜
公
園
」
と
し
て
整
備
さ

れ
た
。
横
を
国
道
２
０
２
号

線
バ
イ
パ
ス
が
通
っ
て
い

る
。
車
で
走
っ
て
公
園
近
く

に
さ
し
か
か
る
と
、
ぱ
っ
と

視
界
が
開
け
た
感
じ
に
な

開
か
れ
た
「
サ
ー
ク
ル
人
権

教
育
研
修
会
」
に
招
か
れ
て

演
奏
し
た
。「
こ
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
、
ま
だ
知
ら
な
い
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
琵
琶
を

通
し
て
多
く
の
人
に
伝
え
た

い
」
と
寺
田
さ
ん
は
い
う
。

　
「
桧
原
桜
」
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
―
昭
和
五
十

九
年
三
月
、
桜
並
木
は
市
道

拡
幅
工
事
の
た
め
、
開
花
を

前
に
伐
採
さ
れ
る
運
命
に
あ

っ
た
。
近
く
に
住
む
土
居
善

胤
さ
ん
（
89
）
が
助
命
の
短

　

寺
田
さ
ん
は
新
曲
「
桧
原

桜
」
を
、
昨
年
十
一
月
十
一

日
に
同
市
中
央
区
の
大
濠
公

園
能
楽
堂
で
開
か
れ
た
「
筑

前
琵
琶
保
存
会
第
五
十
三
回

定
期
演
奏
会
」
で
披
露
し
、

今
年
三
月
二
十
日
に
は
、
同

市
南
区
の
東
花
畑
公
民
館
で

　

福
岡
市
南
区
桧
原
一
丁
目
の
桜
並
木
「
桧
原
桜
」
に

ま
つ
わ
る
、
市
民
と
進
藤
一
馬
市
長
（
玄
洋
社
記
念
館

創
設
者
・
故
人
）
が
短
歌
を
介
し
て
織
り
な
し
た
感
動

的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
題
材
に
、
筑
前
琵
琶
保
存
会
師

範
、
寺
田
蝶
美
（
ち
ょ
う
び
）
さ
ん
（
47
）
＝
同
市
城

南
区
鳥
飼
＝
が
作
詞
、
作
曲
し
て
、
筑
前
琵
琶
の
新
曲

「
桧
原
桜
」
が
誕
生
し
た
。

 館　　報 
玄洋130号

平成30年４月１日
発　　行

　　一般社団法人
玄洋社記念館

郵便番号 810-0062
福岡市中央区荒戸三丁目
　　　　　　　　 6番36号
　　　 西公園ハイツ201号
電 話（092）762-2511
FAX（092）762-2502

今号の主な内容

玄洋社憲則

第一条　皇室ヲ
　　　　　敬戴ス可シ
第二条　本国ヲ
　　　　　愛重ス可シ
第三条　人民ノ権利ヲ
　　　　　固守ス可シ

寺田さんが作詞､作曲

「桧原桜」 筑前琵琶で伝えたい

師範

寺田　蝶美さん

大濠公園能楽堂で「桧原桜」を
演奏する寺田さん

花
守
り
市
長
・
進
藤
一
馬
先
生

ご
遺
徳
さ
ら
に
輝
く



玄　　　　　　　　　洋平成30年４月１日 第 130号　　　（2）

　

平
野
は
福
岡
・
地
行
（
じ
ぎ
ょ
う
）
の
足
軽
で
あ
っ
た

が
、
若
い
こ
ろ
か
ら
学
問
が
好
き
で
国
学
を
学
ん
で
勤
王

の
思
想
を
も
っ
て
い
た
。
彼
は
藩
主
の
も
と
で
は
最
下
位

の
家
臣
に
す
ぎ
な
い
が
天
皇
の
直
属
の
臣
で
あ
る
と
い
う

考
え
を
も
っ
て
「
国
臣
」
と
名
乗
る
。
幼
名
・
乙
吉
、
の

ち
に
雄
助
と
称
し
て
い
た
。

　

国
臣
は
安
政
五
年
、
脱
藩
し
尊
攘
志
士
と
し
て
諸
国
を

遍
歴
し
て
い
た
。

　

平
野
国
臣
は
安
政
の
大
獄
の
弾
圧
を
逃
れ
て
京
を
脱
出

し
た
勤
王
僧
・
月
照
と
西
郷
隆
盛
が
安
政
五
年
十
一
月
十

五
日
桜
島
の
下
に
広
が
る
薩
摩
潟
（
錦
江
湾
）
に
身
を
投

げ
た
時
、
同
じ
船
中
に
い
た
。

　

平
野
は
筑
前
に
逃
れ
て
き
た
月
照
の
庇
護
を
求
め
る
た

め
薩
摩
に
連
れ
て
行
く
の
だ
が
薩
摩
に
も
月
照
を
容
れ
る

と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

　

当
時
、
西
郷
隆
盛
は
絶
望
的
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
年
七
月
、
西
郷
が
最
も
崇
拝
し
て
い
た
島
津
斉
彬

が
急
死
し
て
薩
摩
藩
の
実
権
は
西
郷
嫌
い
の
久
光
（
西
郷

の
方
で
も
嫌
っ
て
い
た
）
の
手
に
移
っ
て
い
た
。

　

月
照
の
庇
護
を
求
め
ら
れ
て
も
今
の
西
郷
に
は
何
も
出

来
な
い
。
遂
に
せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
た
形
で
月
照
と
と
も
に
死

を
選
ん
だ
。
月
照
は
水
死
し
西
郷
は
助
か
る
の
だ
が
、
こ

の
事
件
で
平
野
の
名
は
志
士
の
間
で
一
段
と
有
名
に
な

る
。 

（
こ
の
項
続
く
）

　

日
本
人
で
征
韓
論
者
は
？

と
尋
ね
ら
れ
る
と
ほ
と
ん
ど

の
人
が
西
郷
隆
盛
と
答
え
る

で
し
ょ
う
。
何
の
た
め
ら
い

も
躊
躇
（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）
も

な
く
…
。
こ
れ
は
皆
、
今
日

ま
で
の
不
正
確
、
否
、
誤
て

る
歴
史
教
育
か
ら
学
ん
だ
結

果
で
あ
り
、
こ
の
誤
ち
が
単

な
る
わ
が
国
内
だ
け
で
済
む

近
隣
諸
国
と
友
好
関
係
を
深

め
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
に
、
前

記
の
誤
解
、
即
ち
「
西
郷
隆

盛
は
征
韓
論
者
だ
っ
た
」
と

決
定
的
な
烙
印
を
押
さ
れ
る

と
、
当
然
近
隣
諸
国
の
人
た

ち
は
、
征
韓
論
者
即
ち
軍
国

主
義
者
で
あ
り
、
侵
略
主
義

者
と
信
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
も
日
本
人
が
何
ら
西
郷

先
生
の
冤
罪
（
え
ん
ざ
い
）

を
晴
ら
す
ど
こ
ろ
か
、
こ
の

問
題
に
対
す
る
考
え
方
に
自

信
す
ら
な
く
、
今
日
ま
で
誤

解
を
解
こ
う
と
す
る
努
力
が

足
り
な
か
っ
た
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

天
を
敬
い
、
人
を
愛
す
る

こ
と
を
生
涯
の
心
情
と
さ
れ

　

明
治
維
新
か
ら
満
百
五

十
年
の
今
年
は
、
各
地
で

関
連
行
事
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド

ラ
マ
も
、
維
新
第
一
の
功

労
者
、
西
郷
隆
盛
を
取
り

上
げ
た
。
西
郷
は
、
元
福

岡
市
長
で
玄
洋
社
記
念
館

の
創
設
者
、
進
藤
一
馬
先

生
（
平
成
四
年
没
、
享
年

八
十
九
歳
）
も
こ
よ
な
く

崇
敬
さ
れ
て
い
た
。

　

玄
洋
社
記
念
館
は
、
昭

和
六
十
一
年
四
月
、世
上
、

西
郷
に
ま
つ
わ
る
「
征
韓

論
者
」
の
誤
解
を
正
す
た

め
、
当
時
の
近
代
史
研
究

の
大
家
の
論
考
を
と
り
ま

と
め
た
冊
子
「
西
郷
隆
盛

は
征
韓
論
者
に
あ
ら
ず
」

を
「『
玄
洋
』
特
別
号
外

版
」
と
し
て
発
行
し
た
。

　

明
治
百
五
十
年
を
機

に
、
改
め
て
、
そ
の
内
容

を
連
載
で
再
録
す
る
。

問
題
で
は
な
く
、
国
際
的
に

こ
の
誤
解
が
発
展
し
て
い
る

の
で
す
。

　

わ
が
国
を
近
代
化
に
導
い

た
明
治
維
新
、
そ
の
第
一
の

功
労
者
で
あ
る
西
郷
先
生
を

わ
れ
わ
れ
日
本
人
が
尊
敬
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
近
隣
諸
国
で

は
こ
の
誤
解
の
度
が
ま
す
ま

す
拡
大
さ
れ
て
行
く
の
で

す
。

　

戦
後
わ
が
国
は
な
が
い
年

月
を
か
け
て
、
あ
の
忌
ま
わ

し
い
第
二
次
大
戦
の
反
省
と

誠
意
を
も
っ
て
、
よ
う
や
く

た
東
洋
哲
学
的
政
治
家
の
西

郷
先
生
は
、
わ
が
国
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
清
、
韓
両
国

に
対
し
て
も
公
平
無
私
、
王

道
の
精
神
を
も
っ
て
常
に
対

処
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
先
生
の
真
意
が

正
し
く
伝
え
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
独
り
私
の
み
で

な
く
多
く
の
日
本
人
に
と
っ

て
も
誠
に
残
念
に
耐
え
な

い
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お

け
ば
崇
敬
す
る
西
郷
先
生
の

ア
ジ
ア
に
対
す
る
友
愛
の
精

神
に
そ
む
く
こ
と
に
な
り
、

ひ
い
て
は
近
隣
諸
国
と
の
友

好
交
流
に
も
大
き
な
マ
イ
ナ

「『
玄
洋
』
特
別

号
外
版
」
を
再
録

（
再
録
）

〈14〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

序

進
藤　

一
馬

西郷　隆盛 ①

玄
洋
社
記
念
館
理
事
長

三
面
へ
続
く
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ス
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
こ
こ
に
「
西
郷

先
生
は
征
韓
論
者
で
は
な
か

っ
た
」
こ
と
を
世
に
訴
え
る

た
め
に
、
近
代
史
研
究
に
造

詣
の
深
い
諸
先
生
方
の
ご
協

力
を
頂
き
、
真
の
西
郷
先
生

の
信
念
と
言
動
を
、
そ
し
て

真
実
を
つ
ぶ
さ
に
著
述
さ
れ

た
、
こ
の
小
冊
子
を
出
版
し

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
一
読
さ
れ
、
知
人

や
友
人
を
は
じ
め
一
人
で
も

多
く
の
人
々
に
、
明
治
六
年

頃
の
対
韓
国
交
渉
の
経
緯
と

西
郷
先
生
の
真
意
真
相
を
伝

え
広
め
て
頂
き
、
そ
の
輪
の

広
が
り
が
、わ
が
国
は
勿
論
、

世
の
人
々
の
誤
解
の
解
消
に

役
立
て
ば
幸
い
で
あ
り
ま

す
。

　

昭
和
六
十
一
年
四
月

　

◆
賛
助
会
員
芳
名
録

（
平
成
29
年
12
月
21
日
受
け

付
け
分
ま
で
・
敬
称
略
）

　

▼
個
人
の
部

　
【
一
万
円
】

小
川　

勇
二

　
　
　
　
（
福
岡
県
粕
屋
町
）

永
島　

英
也　
　
（
福
岡
市
）

渡
邉　

一
馬　
　
（
別
府
市
）

大
石　
　

宗　
　
（
高
知
市
）

頭
山　

尚
子　
　
（
立
川
市
）

加
藤　

芳
子　
　
（
福
岡
市
）

匿
名

堺　
　
　

彪　
　
（
福
岡
市
）

　

四
月
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、（
一
社
）
玄
洋
社
記

念
館
は
同
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
年
度
分
の
賛
助
会

費
の
受
け
付
け
を
始
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
は
、
故
進
藤
一
馬

先
生
が
昭
和
五
十
三
年
十

一
月
に「
玄
洋
社
記
念
館
」

を
創
設
さ
れ
て
満
四
十
年

の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま

す
。
当
記
念
館
と
し
て
は

「
玄
洋
社
の
正
し
い
姿
を

伝
え
る
」
事
業
に
、
心
を

新
た
に
し
て
取
り
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
出

費
多
端
の
折
、
誠
に
恐
縮

で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
卒

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

賛
助
会
費
の
受
け
付
け

要
領
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一

万
円

　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝

一
口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た

は
銀
行
振
込
で
お
願
い
致

し
ま
す
。
振
込
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番

号
０
１
７
７
０
～
１
～
２

０
７
３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店

　

普
通
預
金　

口
座
番
号

０
７
４
０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
玄

洋
社
記
念
館
」
で
す
。

　

生
誕
百
四
十
年
、
没
後

七
十
年
―
極
東
国
際
軍
事

裁
判
で
、
文
官
で
た
だ
一

人
Ａ
級
戦
犯
の
罪
に
問
わ

れ
、
一
言
の
弁
明
も
せ
ず

刑
場
に
消
え
た
悲
運
の
宰

相
、
廣
田
弘
毅
先
生
の
ご

遺
徳
を
顕
彰
す
る
「
廣
田

弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」
を
、

５
月
19
日
（
土
曜
日
）
午

前
11
時
か
ら
斎
行
し
ま

す
。
一
般
社
団
法
人
玄
洋

社
記
念
館
の
主
催
で
す
。

　

場
所
は
福
岡
市
中
央
区

城
内
５
（
福
岡
市
美
術
館

入
り
口
）
の
廣
田
先
生
の

銅
像
前
で
す
。（
雨
天
の

際
は
銅
像
向
か
い
側
、
福

岡
県
護
国
神
社
の
参
集
殿

で
執
り
行
い
ま
す
）

　

参
加
費
は
千
円
。
詳
細

は
玄
洋
社
記
念
館
（
電
話

０
９
２
・
７
６
２
・
２
５

１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

花
　
田
　
　
　
　
勲

児
　
玉
　
　
和
　
久

代
表
取
締
役

入

　江

　秀

　雄

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
│
82

　
　
　
　
　
電
気
ビ
ル
本
館
地
下
１
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
３

　
810-
0004

株
式
会
社

　オ
ー
・
エ
ー
企
画

代
表
取
締
役
会
長

代
表
取
締
役
社
長

廣
田
弘
毅
先
生
の
銅
像

会
費
納
入
の
お
願
い

平
成
30
年
度

一
般
社
団
法
人

 

玄
洋
社
記
念
館

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

今
年
は
５
月
19
日
に
斎
行

二
面
か
ら
続
く
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ー
書
と
人
物
ー

　

藤
本
尚
則
作
成
の
「
頭
山

満
翁
年
譜
」
に
次
の
記
事
が

あ
る
。

　
　
　
　
　

◆

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

　

六
十
八
歳

　

三
月
十
七
日　

午
後
一
時

宮
城
二
重
橋
前
に
て
藤
田
留

次マ
マ

郎
な
る
者
政
府
糺
弾
の
上

奏
文
を
携
え
爆
弾
を
懐
に
し

自
爆
し
て
死
す
。
頭
山
門
下

の
有
志
そ
の
葬
る
に
所
な
き

を
憐
れ
み
、
築
地
本
願
寺
に

於
い
て
葬
儀
の
後
、
小
石
川

区
大
塚
西
信
寺
に
葬
り
頭
山

の
揮
毫
を
乞
う
て
碑
を
立
つ

（
五
月
二
十
二
日
そ
の
上
奏

文
内
務
省
よ
り
発
表
さ
る
）。

　
　
　
　
　

◆

　

ま
ず
、
友
人
で
掃
苔
の
達

人
で
も
あ
る
佐
藤
誠
さ
ん

に
、
西
信
寺
に
藤
田
留
次
郎

の
墓
が
現
存
す
る
か
ど
う

か
、
確
認
を
お
願
い
し
た
。

掃
苔
と
は
「（
墓
碑
の
）
苔

を
は
ら
う
」
こ
と
で
、
一
般

に
は
墓
参
り
だ
が
、
著
名
人

の
墓
碑
探
訪
を
も
指
す
。
今

回
の
調
査
に
は
佐
藤
晃
生
さ

ん
、
大
澤
努
さ
ん
が
協
力
し

て
下
さ
っ
た
。（
写
真
は
佐

藤
誠
氏
提
供
）

　

仏
法
山
西
信
寺
は
東
京
都

文
京
区
大
塚
五
丁
目
に
あ
る

浄
土
宗
の
寺
院
だ
。
自
然
石

を
利
用
し
た
墓
碑
表
面
に
は

「
藤
田
留
治
郎
墓
」
と
あ
る

が
、
頭
山
満
の
文
字
の
特
徴

は
備
え
て
い
な
い
。

「
年
譜
」
に
書
か
れ

て
い
る
通
り
の
「
揮

毫
」
で
は
な
い
、
と

判
断
で
き
る
。
頭
山

は
裏
面
の
碑
文
の
文

面
を
書
い
た
（
撰
文
）
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　

◆

滋
賀
県
人
藤
田
留
治
郎
慨
時

事
懐
上
書
自
爆
於　

禁
門
而

死
実
大
正
十
一
年
三
月
十
七

日
也
其
事
雖
激
而
志
則
忠
矣

越
百
日
同
人
百
三
十
六
名
相

謀
瘞
骨
于
此　

大
正
十
一
年

六
月　

頭
山
満
撰

　
　
　
　
　

◆

　

試
み
に
現
代
文
に
直
す
と

次
の
通
り
（
多
少
意
訳
し
て

い
ま
す
）。

　
「
滋
賀
県
人
藤
田
留
治
郎
、

時
事
を
慨
し
（
時
勢
に
憤
慨

し
て
）、
上
書
（
上
奏
文
…

直
訴
を
し
よ
う
と
し
た
も
の

だ
ろ
う
）を
懐
に
し
禁
門（
宮

城
）
に
於
い
て
自
爆
し
て
死

す
。
実
に
大
正
十
一
年
三
月

十
七
日
な
り
。
そ
の
事
激
な

り
と
い
え
ど
も
（
行
為
は
激

し
い
け
れ
ど
も
）、
志
は
す

な
わ
ち
忠
な
り
。
百
ヵ
日
を

越
え
、
同
人
百
三
十
六
名
相

謀
り
（
相
談
し
て
、
も
ち
ろ

ん
寄
付
を
集
め
て
）
骨
を
こ

こ
に
う
ず
む
。」

　

佐
藤
氏
か
ら
は
眞
鍋
儀
十

著
『
慨
世
憂
国
の
志
士　

藤

田
留
治
郎
君
』（
星
嘉
吉
発

行
、
大
正
十
二
年
三
月
）
と

い
う
小
冊
子
が
あ
る
こ
と
を

教
え
ら
れ
た
。
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

同
書
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
活

字
が
つ
ぶ
れ
て
い
る
か
の
よ

う
に
読
め
な
い
箇
所
が
あ
る

が
、
検
閲
の
結
果
で
あ
る
。

同
書
は
眞
鍋
儀
十
『
地
獄
の

黎
明
』（
大
正
十
二
年
二
月

十
八
日
発
行
）
に
も
再
録
さ

れ
て
い
て
、
削
除
さ
れ
た
部

分
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
空
白
に

な
っ
て
い
る
。
以
下
は
『
慨

世
憂
国
の
志
士　

藤
田
留
治

郎
君
』
か
ら
の
引
用
。

　
「
君
は
近
寄
る
衛
兵
に『
爆

弾
だ
危あ

ぶ

な険
い
』
と
連
呼
し
つ

つ
宮
城
に
駈
入
っ
た
と
云

う
。
自
己
が
生
死
の
瞬
間
に

立
ち
乍
ら
、
尚
且
つ
他
人
に

迷
惑
を
及
ぼ
す
ま
じ
と
す
る

神
其
者
の
如
き
言
動
は
到
底

常
人
の
企
及
し
能
わ
ざ
る

所
、
不
用
意
に
発
せ
ら
れ
た

此
の
言
葉
は
実
に
君
の
麗
わ

し
き
人
格
の
迸
り
で
あ
り
又

清
き
友
情
の
反
映
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
之
を
し
も
病

者
な
り
【
以
下
、
正
常
な
判

断
の
で
き
な
い
精
神
状
態
だ

っ
た
と
す
る
官
憲
の
説
に
反

論
し
た
部
分
と
思
わ
れ
る
が

読
め
な
い
。】」

　
「
斯
く
し
て
君
は
従
容
死

に
就
い
た
。
世
間
伝
え
云

う
、
君
は
衛
兵
に
突
倒
さ

れ
、
打
伏
し
た
る
侭
爆
死
し

た
と
。
余
は
断
じ
て
斯し

か
信

ず
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
何

と
な
れ
ば
衛
兵
に
突
倒
さ
れ

た
君
に
は
、
尚
爆
死
ま
で
に

残
さ
れ
た
数
秒
が
あ
る
。
君

が
此
の
数
秒
を
動
こ
う
と
し

な
か
っ
た
も
の
は
、
君
が
突

倒
さ
れ
て
動
け
な
か
っ
た
も

の
に
非
ず
し
て
、
君
は
此
の

間
静
か
に
皇
居
に
跪
座
し
て

皇
室
の
安
泰
を
祈
念
し
居
た

の
で
あ
る
。
君
の
死
体
の
方

向
が
皇
居
に
向
っ
て
居
り
、

君
の
死
体
の
姿
勢
が
黙
祷
の

形
に
あ
っ
た
の
は
何
の
為
め

で
あ
る
か
。」

　
「
事
件
の
惹
起
し
た
の
は

恰
も
第
四
十
五
議
会
の
会
期

中
で
あ
っ
た
。
切
な
る
議
員

の
希
望
に
床
次
内
相
秘
密
会

に
之
を
朗
読
す
る
や
、
其
の

慷
慨
の
文
、
悲
痛
の
節
、
並

み
居
る
議
員
は
朝
党
野
党
の

別
な
く
顔
を
得
上
げ
ず
、
遂

に
は
闥
外
（
門
外
）
に
出
で

声
を
放
っ
て
君
の
為
め
に
哭

い
た
議
員
さ
え
あ
っ
た
。」

　
「
溘こ

う

焉え
ん

と
し
て
君
去
っ
て

一
百
日
、
此
の
間
君
は
世
人

に
誤
ら
れ
、
郷
党
に
容
れ
ら

れ
ず
、
魂
魄
宙
に
迷
っ
て
其

行
く
所
を
知
ら
な
か
っ
た

が
、
後
漸
く
君
の
至
誠
天
下

の
志
士
に
通
ず
る
所
と
な
り

頭
山
満
翁
、
寺
尾
亨
博
士
、

島
田
三
郎
先
生
、
小
泉
又
次

郎
氏
、
大
竹
貫
一
氏
、
其
他

二
千
有
余
名
の
来
会
者
に
依

っ
て
築
地
本
願
寺
本
堂
に
於

て
盛
大
な
る
法
会
を
営
ま
る

る
に
至
っ
た
。」

　
「
君
の
永
住
の
地
、
其
処

に
今
石
碑
が
建
て
ら
れ
様
と

し
て
居
る
、
君
の
右
肩
は
同

じ
く
時
勢
を
慨
し
て
世
を
去

っ
た
朝
日
平
吾
君
で
あ
る
。

朝
日
君
と
君
、
其
の
行
為
に

於
て
相
異
っ
て
居
る
け
れ

共
、
共
に
政
府
の
失
政
を
呪

詛
し
た
点
に
相
似
て
居
る
」

　

単
に
「
世
を
去
っ
た
」
と

さ
ら
っ
と
書
か
れ
て
い
る
朝

日
平
吾
は
、
こ
の
前
年
、
大

正
十
年
九
月
二
十
七
日
、
安

田
善
次
郎
を
刺
殺
し
て
自
殺

し
た
人
物
。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 72 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

⑯

藤田留治郎　　
（『慨世憂国の志士　
藤田留治郎君』より）

藤田留治郎と朝日平吾
の墓


